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会報 
ＮＯ.181 
 ２0２４年 
 5 月 10 日 
瀬戸市追分町64-１ 

瀬戸市職労組 事務所 
056１-84-4760  

fax   84-4767 
郵便振替口座番号 
008２0-9-１05１２0 

 
連絡先 

事務局  

梅野 
090-3837-7050 
寺脇 
057２-２３-5899 
 fax 同上  
携帯 

０９０-６５７５-4３７0 
Ｅメール 

tera-m@ob.aitai.ne.jp 

 

あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

２
０
２
４
年
度 

 
 

 

会
費
お
よ
び
カ
ン
パ
を
頂
い
た
方 

 

瀬
戸
市 

 

三
宅
訓
子
さ
ん 

２
０
０
０
円 

 

鈴
木
宏
さ
ん 

１
０
０
０
円 

 

作
道
瑞
絵
さ
ん 

２
０
０
０
円 

 

熊
谷
達
也
さ
ん 

２
０
０
０
円 

 

桐
山
久
美
子
さ
ん 

１
０
０
０
円 

 

宇
佐
見
美
智
代
さ
ん 

 
 

 

２
０
０
０
円 

名
古
屋
市 

 

古
橋
和
佳
さ
ん 

３
０
０
０
円 

 

山
田
富
久
さ
ん 

３
０
０
０
円 

知
立
市 

早
川
博
康
さ
ん 

１
０
０
０
円 

常
滑
市 

岩
田
正
王
さ
ん 

１
０
０
０
円 

多
治
見
市 

 

佐
々
木
英
夫
さ
ん 

１
０
０
０
円 

 
 

２
０
２
４
年
５
月
24
日
現
在 

 
 
 
 
 
 

１
４
１
名 

（
＋
４
－
２
） 

ご
訂
正 

前
号
で
春
日
井
市
在
住
の
大
矢
昭
夫
さ
ん
を

名
古
屋
市
と
誤
記
し
ま
し
た
。
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。 

  

「保存する会」主催の行事です。 

みなさまおそろいでご参加ください。！ 
 
 

こ
れ
か
ら
の
「
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
会
」 

 

い
ず
れ
も 

文
化
セ
ン
タ
ー
１
２
会
議
室 

 
 
 
 
 
 

13
時
30
分
～
16
時
00
分 

 
 
 
 
 
 

５
月
２
５
日
（
土
）
引
揚
者 

６
月
２
９
日
（
土
）
広
島
か
ら
瀬
戸
へ 

７
月
２
０
日
（
土
）
沖
縄
に
連
帯 

８
月
２
４
日
（
土
）
原
水
禁
世
界
大
会 

  



            保存する会会報 NO.181 号 2024 年 5 月 10 日 

- 2 - 

  
 

 

３
月
３
１
日
（
日
）
春
の
日
差
し

が
ま
ぶ
し
い
快
晴
の
日
。
参
加
者
22

名
で
あ
つ
み
半
島
戦
跡
見
学
会
を
行

い
ま
し
た
。
案
内
は
愛
知
県
平
和
遺

族
会
会
長
で
前
豊
橋
空
襲
を
記
録
す

る
会
代
表
の
安
間
慎
さ
ん
。
詳
細
な

資
料
だ
け
で
な
く
、
な
ん
ど
も
現
地

に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
綿
密
な

計
画
と
、
バ
ス
の
中
で
は
「
岬
め
ぐ

り
」
の
合
唱
で
場
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
く
な
ど
、
安
間
さ
ん
の
お
陰
で

有
意
義
で
楽
し
い
見
学
会
に
な
り
ま

し
た
。 

 

行
程
は
瀬
戸
市
駅
前
を
8
時
30

に
出
発
し
１
１
時
に
安
間
さ
ん
と
の

「
め
っ
く
ん
ハ
ウ
ス
」
上
図
①
で
合

流
し
今
回
の
一
番
の
見
学
地
で
あ
る

「
伊
良
湖
射
場
」
上
図
②
に
到
着
し

ま
し
た
。
射
場
正
門
を
過
ぎ
る
と
、

地
元
で
は
「
六
階
建
と
呼
ば
れ
る
昭

和
５
（
１
９
３
０
）
年
に
建
設
さ
れ
た

高
さ
１
９
ｍ
の
気
象
塔
兼
展
望
塔
が
大

迫
力
で
見
え
ま
す
。
付
近
に
は
無
線
電

信
所
跡
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
大
砲
の

弾
道
や
風
速
・
風
向
な
ど
の
観
測
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。 

 

渥
美
半
島
の
北
西
端
②
に
あ
る
射
場

か
ら
大
砲
を
南
西
方
向
に
射
ち
、
そ
の

弾
道
や
威
力
な
ど
を
計
測
・
記
録
し
て

い
ま
し
た
。 

 
 
 

（
次
頁
に
） 

②
伊
良
湖
射
場
・
六
階
建
て 

無線電信所跡 

 

射
場
入
口
の
警
戒
哨
舎
跡
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

立
つ
安
間
さ
ん 

建
設
当
時
の
気
象
塔
（
右
）
と
無
線
電
信
所
（
左
） 



            保存する会会報 NO.181 号 2024 年 5 月 10 日 

- 3 - 

                                  
 

 
 

 

 
 

       
 

 
 

          
 

                  

     
 

 去る3月31日（日）晴天の日に朝8時30分愛環瀬戸市駅バロー前に若者も含め20名が集合し、

いざ愛知県田原市戦跡巡りに出発しました。途中愛大豊橋で樫村愛子愛大教授、田原市道の駅で

本日の案内人安間慎さんが同乗されました。 

 そこでわたしたちが行く目的地は田原市ですが、その半島は渥美半島です。安間さんからこのギャッ

プは何故生まれたのでしょうか？と質問されました。答えはトヨタ自動車田原工場が建設されたからだと

知り、大いに失望致しました。「金」で「地名」を買収したのか。失望したのは事実ですが、戦跡巡りは大

変有意義な取り組みでありました。わたしたち瀬戸市も瀬戸地下軍需工場跡をどうにかして「瀬戸市指

定文化財」に「格」挙げして頂き、市の力で整備し地域の市民の方達と「保存」する運動へと進めて行

かねばならないと改めて決意致しました。戦跡地を巡ってみると、夫々「何と」愚かな「施設」ばかりであ

り、自然を破壊し、歴史と地域コミュニテイーを破壊（村の強制移住）し、かの地で敗戦間近、米軍・連

合軍の「上陸」に備え毎日訓練をしていたのかと、想像するにつけ、戦力が格段の差がある「事」さえ本

当に知らない中で、訓練していたのか、信じられませんでした。 

 ふり返って現在、核抑止力に象徴される様に、「敵」より高度・破壊力のある軍事力を装備する事が

「今」こそ大切だとして、軍拡競争に邁進している事が如何に愚かな事であるのか、わたしたちは思い知

る「時」です。毎日ガザで「餓死」する子どもたちが「存在」している事を「異常」であるとして、即時「停

戦」せよと「声」を大にして叫ぶ「時」です。戦績跡地は人類の愚かな「記憶」・「記録」として自治体の

協力を得て大切に「保存」すべきだと痛感しました。案内人をこころよく引き受けて頂いた安間先生有難

うございました。                   瀬戸市在住  木戸泰幸 

参加者の感想 

⑤和地一色(米軍上陸

阻止陣地） 

左は上図左の 

 火薬庫跡内部 

③伊良湖灯台 

こ
の
射
場
は
１
９
０
５
年
９
月
～
０
６
年
３
月
に

か
け
て
伊
良
湖
岬
村
全
戸
（
１
１
４
戸
７
２
９
人
）

が
強
制
移
転
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
柳
田
国
男
の
「
願

は
し
き
も
の
は
平
和
な
り
」
④
の
碑
や
墓
地
旧
跡
の

碑
が
あ
り
ま
す
。
伊
良
湖
灯
台
も
砲
弾
の
関
係
で
海

岸
近
く
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

渥
美
半
島
の
南
岸
に
は
本
土
決
戦
用
の
陣
地
跡

も
あ
り
、
そ
し
て
柳
田
国
男
の
話
を
聞
い
て
藤
村
が

作
っ
た
「
椰
子
の
実
」
の
碑
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

一
日
で
し
た
。
有
意
義
な
一
日
を
演
出
し
て
い
た
だ

い
た
安
間
慎
さ
ん
に
は
紙
面
を
お
借
り
し
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事
務
局 
寺
脇 

④伊良湖岬村集落移転関連碑 

上「伊良湖村墳墓旧跡の地」碑 

下「願はしきものは平和なり」碑 

ごくろうさまでした！ 

藤村「椰子の実」碑の前で 
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第３回愛航研究会 

「愛知航空機と紫電改」 

私の調べた限りですが、 
１）愛知航空機「紫電改」生産計画 
添付資料（左表ならび左頁表）から、永徳（分散）、瀬戸、北陸で、それぞれ「紫電改」
の最終組立・試験飛行まで行うという、かなりおおがかりな計画です。 
瀬戸では完成した「紫電改」を、陸軍の本地ヶ原飛行場を使用（試験飛行、空輸）が予
定され、使用交渉が不成立の場合は、「街道ヲ利用スル滑走路ノ急速建設」とあり、道
路を滑走路化する計画が立てられていました。 
（資料中、N1J は、紫電改の略符号 N1K2-J と考えられます） 
 
２）瀬戸工場 
各資料から比較、検討すると、瀬戸工場は 
0地区 10000平方 m 
100 地区 10000 平方 m 
200 地区 10440 平方 m（組立覆土工場 6440、整備用覆土工場 4000） 
他、地上施設（工場転用 7700、宿舎 30000） 
という形と考えられ、戦略爆撃調査団資料から終戦時は、0地区、100 地区は一応完成、
200 地区は建設着手前に終戦を迎えた事になり、、 
また、「計画では同類の疎開地の開発が街の西部にある飛行場の北方に必要であった。
飛行機の最終組立のために後期の開発が計画され、南方の飛行場が試験飛行のために改
良された。」（証言集の和訳）と、200地区と本地ヶ原飛行場を指すと考えられます。 
３）全体の流れの考察 
当時の航空機工場では、完成部分から一部作業開始というのが普通で、0地区、100 地
区もそういう形だと考えられますが、「紫電改」ではなく、「彗星」の部品（もしくはア
ッセンブリ）の製作でした。その理由を考えれば、 
 
理由１、「紫電改」の転換生産開始の遅れ 
通常、転換生産は転換元（川西）から供給された部品の組み立て（ノックダウン）から
始め、徐々に自社製の部品へ切り替えるのですが、 
愛知と同時期に「紫電改」転換生産を指示された二十一空廠では、いつまでも供給され
ないので、勝手に船に積んでもっていったというエピソードがあり、（次頁へ） 

 

４
月
１
３
日
（
土
）
瀬
戸
市
文
化

セ
ン
タ
ー
１
２
会
議
室
で
第
３
回

愛
航
研
究
会
「
愛
知
航
空
機
と
紫
電

改
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
愛

航
研
究
会
の
木
村
さ
ん
と
本
田
さ

ん
で
、
参
加
者
は
東
は
東
京
か
ら
西

は
姫
路
か
ら
と
全
国
か
ら
１
５
名

の
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。
参
加
者
の

方
が
作
ら
れ
た
精
巧
な
紫
電
・
紫
電

改
の
模
型
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
（
上

図
）
。 

 

講
演
の
前
半
で
は
「
紫
電
」
か
ら

「
紫
電
改
」
に
至
る
過
程
を
解
説
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
複
雑
な
構

造
を
も
つ
「
紫
電
」
を
よ
り
簡
単
な

構
造
に
す
る
こ
と
に
よ
り
軽
量
か

つ
性
能
ア
ッ
プ
に
し
た
「
紫
電
改
」

を
作
っ
た
技
術
者
の
苦
労
を
垣
間

見
ま
し
た
。
ま
た
後
半
で
は
、
今
ま

で
、
「
紫
電
改
」
の
製
造
は
北
陸
工

場
で
の
み
行
う
予
定
だ
と
考
え
て

い
ま
し
た
が
、
瀬
戸
工
場
（
と
く
に

２
０
０
地
区
）
で
も
計
画
し
て
い
た

こ
と
、
陸
軍
が
計
画
に
関
係
し
て
い

た
こ
と
な
ど
を
知
り
大
変
、
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
講
師
の
木
村
さ
ん
、

本
田
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 

（
寺
脇
） 

 
 

 

紫電改生産計画 

講
演
者
の
木
村
美
穂

さ
ん
（
左
）
と
本
田 

基
さ
ん
（
右
） 

「紫電改」と瀬戸工場の関係を示す資料（本田さんからのメールより） 
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苦
難 

 

実
は
、横
山
駅
の
隣
に
求
め
た
土
地
に

倉
庫
と
事
務
所
を
建
て
た
。
そ
し
て
、事

務
所
の
二
階
を
新
居
に
し
た
。
や
が
て
、

太
平
洋
戦
争
が
進
ん
で
鈴
木
製
陶
所
を

「
日
東
航
空
工
業
所
」
と
名
称
変
更
し

た
。平
和
産
業
か
ら
愛
知
航
空
機(

現
愛

知
機
械
工
業)

の
下
請
け
エ
場
に
な
っ
た
。

愛
知
航
空
の
専
属
工
場
に
な
る
ま
で
の
い

き
さ
つ
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

昭
和
十
九
年
の
春
の
あ
る
日
、愛
知
航

空
の
野
口
正
秋(

※
現
豊
田
中
央
研
究

所
代
表
取
締
役)

が
家
を
訪
ね
て
き
た
。

名
刺
に
は
「疎
開
工
場
建
設
委
員
長
」
と

あ
っ
た
。米
軍
の
空
襲
に
備
え
、海
軍
の
飛

行
機
の
生
産
工
場
を
名
古
屋
市
港
区
か

ら
瀬
戸
方
面
の
山
中
へ
移
そ
う
と
い
う
わ

け
だ
。 

「
口
外
し
て
も
ら
っ
て
は
困
り
ま
す
が
、軍

は
山
の
中
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
、そ
こ
で

飛
行
機
の
部
品
を
つ
く
る
。ま
た
組
立
は

本
地
ケ
原
あ
た
り
で
覆
土
工
場
を
建
設

し
て
や
る
計
画
で
す
。つ
い
て
は
、お
宅
の
事

務
所
を
企
画
と
工
事
連
諦
の
拠
点
に
し

た
い
の
で
お
借
り
で
ぎ
な
い
で
し
ょ
う
か
」 

「覆
土
工
場
と
い
い
ま
す
と?

」 

「陸
軍
の
演
習
揚
の
近
く
で
地
面
を
掘
り

ま
す
。そ
こ
に
木
枠
を
糾
み
、そ
の
上
に
渡

し
た
板
に
土
を
覆
い
ま
す
。偽
装
で
す
よ
。

こ
う
し
て
お
い
て
、下
で
飛
行
機
の
組
立
を

や
る
」 

そ
の
こ
ろ
、瀬
戸
高
女
は
海
軍
施
設
隊
の

宿
舎
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
、瀬
戸
の
山

は
粘
土
質
で
崩
れ
に
く
い
。
疎
開
の
た
め

の
条
件
は
そ
ろ
っ
て
い
た
の
だ
。 

こ
う
し
て
、海
軍
は
瀬
戸
か
ら
春
日
井

方
面
へ
か
け
て
の
山
中
に
六
〇
〇
台
の

機
械
を
持
ち
込
ん
だ
。覆
土
工
場
で
の

組
立
は
完
成
寸
前
に
終
戦
と
な
っ
た
が

…
…
。 

 

一
年
し
て
愛
知
航
空
の
事
務
所
は
瀬

戸
の
商
工
会
議
所
へ
移
る
。
こ
う
し
て
、

日
東
航
空
工
業
所
は
飛
行
機
の
ネ
ジ

を
生
産
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。ま
も
な
く

終
戦
。
日
本
中
の
だ
れ
も
が
そ
う
で
あ

る
よ
う
に
、実
も
ま
た
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発

と
な
っ
た
。だ
が
、運
が
つ
い
て
い
た
。敗
戦

間
際
に
愛
知
航
空
は
一
八
万
円
の
小

切
手
を
く
れ
た
。そ
し
て
、戦
後
、工
場

を
引
き
揚
げ
る
時
に
プ
レ
ス
、溶
接
機
、

板
金
用
の
機
械
な
ど
多
数
を
払
い
下

げ
て
く
れ
た
の
だ
。実
は
一
八
万
円
の

金
と
当
時
の"

新
鋭
機
械"

を
使
い
、い
ち

早
く
再
建
に
立
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き

た
。選
び
に
選
ん
だ
土
地
に
愛
知
航
空

機
が
来
て
幸
運
の
種
を
ま
い
て
い
っ
て
く

れ
た
の
だ
。 

昭
和
二
十
年
九
月
か
ら
鍋
、釜
、す
き
、

く
わ
、電
熱
器
と
売
れ
る
も
の
は
何
で

も
つ
く
っ
た
。 

 

加
藤
陽
一
（
日
東
工
業
初
代
社
長
） 

「
創
業
一
代
P
１
１
４
」
よ
り 

 

※
昭
和
50
年
ご
ろ
か
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川西がそれらの他社へ「紫電改」を供給可能なほど、生産能力に余裕は無
かったと考えられます。      
また、「紫電改」生産用の治具は、海軍艦政本部から供給される計画でした
が、治具の供給が遅れた可能性も考えられそうです。 
 
理由２、「彗星」生産打ち切りから続行へ変更 
愛知航空機へ「紫電改」生産命令が出された頃の計画では、重点機種以外
は生産縮小打ち切りという方向で考えられていて 
攻撃機、爆撃機は「銀河」が重点機種とされ、「彗星」「流星」は生産打ち
切りという予定でした。その後、本土決戦で特攻機が必要となった事や、「銀
河」の一部を夜戦に回すため、「彗星」「流星」の生産打ち切りは撤回、生
産続行と計画が変遷します。 
昭和 20年度下半期（S20.10～S21.3）は、「彗星四三型」は月産 50機とい
う計画であり、尾崎技師の手帳（S20.7.19）では、瀬戸で「紫電改」の生
産を立ち上げ、永徳で「彗星」を月産 50機という予定だった事が伺えます、 
 
４）まとめ 
 瀬戸工場は「紫電改」生産のため、最終組立まで行う疎開工場として計
画され、附属飛行場として、陸軍の本地ヶ原飛行場が予定されていた 
0地区、100 地区で一部作業開始可能な段階になっても、「紫電改」生産（予
定では 6月から）の準備が整わず、生産続行が指示された「彗星」の部品、
アッセンブリの製作作業を開始する事となった 
200 地区完成までの中間的な措置として、伊保が原に搬入して最終組立とい
う体制がとられ、その段階で終戦を迎えた 
と、いう形だと考えています。 以上  本田 基 
      
 

 

 

 

200地区と本地ヶ原飛行場利用計画を示す証言（日東工業社長回顧録より） 

参
加
者
の 

み
な
さ
ん 
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２
０
・
６
・
９ 

熱
田
空
襲
の
概
要
③ 

 
 
 
 
 
 
 

前
号
よ
り
つ
づ
く 

 

証
言
E 

東
海
航
空
機
職
員
（
18
歳
） 

 

兄
が
愛
知
時
計
電
機
に
徴
用
工
で
帰
宅

し
な
い
の
で
被
爆
し
た
工
場
へ
向
か
う
。

白
鳥
橋
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
道
路
は
10
ｍ

の
穴
、
土
砂
が
礫
の
泥
土
の
中
に
、
爆
死

者
の
手
や
足
、
身
体
の
一
部
、
半
死
半
生

で
苦
し
む
人
達
。
凄
惨
、
悲
惨
き
わ
ま
り

な
い
状
況
！
工
場
内
は
死
骸
と
重
傷
の
怪

我
人
が
う
ご
め
い
て
い
る
。
建
屋
は
被
の

手
が
上
が
り
延
々
と
燃
え
て
い
る
。
手
足

の
な
い
人
、
腰
か
ら
下
が
な
い
人
、
頭
が

割
れ
て
脳
が
出
て
い
る
人
、
顔
が
焼
け
た
だ
れ
た
死
骸
、

幾
ら
探
し
て
も
兄
を
見
つ
け
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ

た
。
重
傷
怪
我
人
は
死
を
宣
告
さ
れ
、
苦
し
そ
う
に
唸

っ
て
い
る
の
に
、
死
骸
の
中
へ
入
れ
ら
れ
た
の
を
白
鳥

国
民
学
校
で
見
た
。
腹
の
皮
が
破
れ
て
腸
が
は
み
出
て

い
る
全
身
火
傷
の
人
、
頭
の
な
い
死
体
、
頭
・
顔
が
裂

け
て
ど
す
黒
い
死
体
、
片
手
、
片
足
の
人
、
首
だ
け
の

死
骸
、
髪
が
ち
ぢ
れ
目
を
覆
う
ほ
ど
の
悲
惨
な
死
体
の

収
容
所
。
助
け
出
す
人
も
血
眼
に
な
っ
て
走
り
廻
っ
て

い
る
。 

  

「
う
ら
み
の
６
・
９
」
毎
日
新
聞
社
の
取
材
記
事 

 
 

熱
田
空
襲
は
、
犠
牲
者
の
数
に
於
て
愛
知
県
下
最

大
の
空
襲
で
死
者
の
中
に
学
徒
動
員
、
徴
用
工
員
が
多

い
。
日
本
空
襲
工
場
史
上
最
大
の
悲
劇
で
あ
っ
た
。
愛

知
時
計
電
機
本
社
工
場
２
１
０
０
０
人
の
う
ち
、
徴
用

工
員
１
３
０
０
０
人
、
学
徒
動
員
５
６
０
０
人
、
愛
知

航
空
機
・
ア
ツ
タ
発
動
機
工
場
と
機
体
第
四
工
作
所
の

従
業
員
８
５
０
０
人
の
内
、
徴
用
工
員
２
７
０
０
人
、

学
徒
動
員
１
９
５
０
人
、
兵
士
２
２
０
人
、
女
子
挺
身

隊
も
含
め
、
3
工
場
の
従
業
員
は
総
計
2
万
９
５
０

０
人
で
あ
る
。
公
表
の
従
業
員
数
は
2
万
４
５
０
０
人

か
ら
す
る
と
５
０
０
０
人
も
増
加
し
て
い
る
の
は
工

場
周
辺
の
民
間
の
人
達
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。 

 

爆
死
者
は
２
８
０
０
余
、
重
軽
傷
者
３
５
０
０
人
は

3
工
場
と
周
辺
住
民
も
含
ま
れ
て
い
る
。
爆
死
２
８
０

０
の
内
、
工
場
１
８
０
０
、
民
間
住
民
１
０
０
０
と
見

做
さ
れ
る
。
学
徒
動
員
の
死
者
は
１
５
９
人
で
中
京
商

業
生
徒
が
７
９
人
含
ま
れ
て
、
中
京
商
業
の
犠
牲
は
県

下
最
大
で
、
豊
川
海
軍
工
廠
被
爆
の
豊
川
市
立
高
等
女

学
校
生
徒
死
者
59
人
を
抜
い
て
い
る
。
ち
な
み
に
豊
川

海
軍
工
廠
（
機
関
銃
、
弾
丸
、
弾
薬
包
、
双
眼
鏡
、
測

距
儀
、
潜
望
鏡
、
羅
針
儀
な
ど
の
製
造
、
従
業
員
５
６

４
０
０
名
）
の
被
爆
死
者
数
は
２
５
４
４
人
で
内
、
学

徒
の
死
者
は
４
５
２
人
で
あ
っ
た
。
熱
田
空
襲
の
爆
死

者
が
あ
い
ま
い
な
の
は
４
０
０
０
ポ
ン
ド
（
１
．
８
ト

ン
）
の
強
大
な
爆
弾
に
よ
り
人
間
の
身
体
全
部
が
粉
々

に
散
っ
た
事
に
よ
っ
て
ま
と
ま
っ
た
死
骸
と
し
て
の

確
認
が
出
来
な
い
こ
と
に
あ
る
。
未
だ
に
行
方
不
明
者

と
し
て
１
７
１
人
の
遺
体
発
見
が
出
来
な
く
、
遺
族
の

方
達
が
愛
知
時
計
電
機
本
社
へ
問
合
せ
が
最
近
ま
で

続
い
て
い
た
。
研
究
館
地
下
室
へ
避
難
し
た
人
達
は
木

端
微
塵
で
白
鳥
橋
の
下
へ
避
難
し
た
人
達
も
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
破
片
と
一
緒
に
水
泥
に
手
足
が
見
つ
か
っ

て
も
誰
の
人
か
分
か
ら
ず
性
別
不
明
で
帽
子
、
防
空
頭

巾
の
名
札
で
死
者
数
を
推
定
し
て
い
る
。
は
か
な
い
思

い
で
被
爆
処
理
は
進
め
ら
れ
た
。 

 

証
言
Ｆ 

 

 

被
爆
死
者
の
収
容
は
研
究
館
か
ら
西
方
３
ｋ
ｍ
先

に
あ
る
愛
知
時
計
電
機
明
徳
工
場
（
射
撃
盤
、
制
動
機
、

増
力
機
な
ど
の
製
造
）
や
工
場
周
辺
の
お
寺
な
ど
で
あ

っ
た
。
日
比
野
遺
体
収
容
所
の
死
骸
の
山
の
中
か
ら
、

奇
跡
的
に
も
戦
後
の
パ
チ
ン
コ
王
の
正
村
竹
一
氏
は

発
見
さ
れ
生
還
し
た
。
重
傷
者
の
け
が
人
は
熱
田
神
宮

西
側
の
白
鳥
国
民
学
校
を
は
じ
め
名
古
屋
大
学
病
院

等
へ
運
ば
れ
た
が
、
介
護
、
手
当
も
充
分
に
受
け
ら
れ

な
く
て
死
ん
で
い
っ
た
人
達
が
多
い
。 

 

 

愛
知
時
計
電
機
ご
出
身
で
愛
知
時
計
に

お
詳
し
い
堀
口
秋
彦
さ
ん
か
ら
、
ご
自
身

で
調
査
記
録
さ
れ
た
「
２
０
・
６
・
９ 

熱

田
空
襲
の
概
要 

」
令
和
5
年
5
月
記
の

手
記
を
頂
い
た
の
で
連
載
で
掲
載
し
ま

す
。
勤
務
さ
れ
た
会
社
の
記
録
と
し
て
、

大
変
貴
重
な
資
料
で
す
。 

 

堀
口
さ
ん
は
、
昭
和
9
年
生
ま
れ
、
戦

後
に
愛
知
時
計
電
機
に
入
社
、
瑞
穂
工
場

の
設
計
部
門
で
、
時
計
機
器
や
防
衛
庁
関

連
機
器
を
担
当
。
愛
知
時
計
な
ら
び
に
、

そ
こ
で
生
産
さ
れ
た
過
去
の
製
品
・
遺
構

に
つ
い
て
「
産
業
遺
産
」
と
し
て
調
査
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

事
務
局 
寺
脇 
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証
言
Ｇ 

 

 
女
子
挺
身
隊
で
あ
っ
た
人
は
、
あ
ら
ゆ
る
破
片
（
ガ

ラ
ス
・
鉄
片
・
砂
利
な
ど
）
が
体
に
数
え
き
れ
な
い
ほ

ど
突
き
刺
さ
り
、
モ
ン
ペ
は
切
り
裂
か
れ
、
顔
は
血
と

ほ
こ
り
で
真
黒
。
重
傷
者
と
し
て
鉄
道
病
院
に
収
容
さ

れ
6
月
9
日
か
ら
7
月
30
日
ま
で
外
科
入
院
し
た
。 

  

証
言
Ｈ 

 

 

名
古
屋
市
立
第
2
商
業
生
徒
で
あ
っ
た
井
川
光
雄

氏
（
現
86
歳
）
は
べ
く
劇
の
破
片
が
背
中
に
入
り
、
除

去
で
き
た
が
今
も
尻
内
の
破
片
は
残
留
し
て
生
活
も

老
人
に
な
っ
て
歩
行
も
困
難
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。 

 

防
衛
隊 

 

 

被
爆
者
の
死
体
は
、
國
土
防
衛
隊
な
ど
、
工
場
従
業

員
や
多
く
の
人
達
の
協
力
に
よ
り
、
死
骸
を
ト
ラ
ッ
ク

に
積
み
込
ん
で
庄
内
川
河
川
敷
の
塵
芥
焼
却
場
で
荼

毘
の
火
葬
と
な
っ
た
。
幾
日
も
、
い
く
に
ち
も
火
葬
の

煙
は
昇
っ
て
い
た
。 

 

総
儀
式 

 

昭
和
20
年
7
月
13
日
、
名
古
屋
市
内
の
建
中
寺
で

官
民
合
同
葬
儀
が
執
行
さ
れ
た
。
以
降
、
熱
田
空
襲
の

慰
霊
祭
は
、
毎
年
6
月
9
日
、
愛
知
時
計
電
機
本
社

工
場
西
入
口
北
側
の
殉
職
慰
霊
地
蔵
碑
の
前
で
供
養

読
経
、
追
善
回
向
式
典
と
東
区
の
建
中
寺
、
お
よ
び
平

和
公
園
内
の
殉
職
者
之
墓
前
で
執
行
さ
れ
る
。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次
号
へ
つ
づ
く 

             
 

 
 

                

                              

 

65

年
年
目
の
愛
知
航
空
機 

  
 
 
 
 
 
 
 

藤
本
仁
美
さ
ん
（
八
幡
台
） 

  
当
時
金
城
女
子
経
済
科
２
年
生
（
１
７
歳
）
で
、

愛
知
航
空
機
熱
田
発
動
機
製
作
所
へ
学
徒
動
員
さ 

れ
、
電
車
通
り
に
近
い
会
計
課
に
配
置
さ
れ
て
い

た
。
学
徒
用
の
防
空
壕
は
一
番
町
の
方
に
あ
っ 

た
。 

 

６
月
９
日
空
襲
。
構
内
の
水
が
溜
ま
っ
て
い
る

防
空
壕
へ
逃
げ
込
ん
で
、
第
一
波
は
過
ご
し
た
。 

爆
風
で
防
空
壕
は
毀
れ
、
背
中
か
ら
爆
風
を
受
け

た
私
は
、
服
が
破
れ
た
だ
け
だ
っ
た
が
、
正
面
か

ら
受
け
た
人
た
ち
の
顔
は
黒
く
割
れ
て
い
た
。 

 

会
計
課
へ
戻
る
と
ま
た
「
空
襲
警
報
が
出
て
い

る
」
と
の
声
。
私
は
裸
足
で
、
防
空
ず
き
ん
を
頭

に
載
せ
た
ま
ま
電
車
道
へ
飛
び
出
し
た
。
ま
わ
り

は
真
っ
暗
で
ザ
ー
と
爆
弾
落
下
の
音
、
耳
を
押
さ

え
て
電
車
道
へ
伏
せ
た
。
「
死
ぬ
」
と
思
っ
た
。

二
波
、
三
波
を
過
ご
し
て
、
一
番
町
の
防
空
壕
へ

逃
げ
た
。
家
が
近
い
椙
山
高
女
の
友
人
が
、
も
ん

ぺ
や
履
き
物
を
貸
し
て
く
れ
、
私
は
そ
の
ま
ま
、

熱
田
か
ら
市
電
で
家
へ
帰
っ
た
。 

 

途
中
、
白
鳥
橋
を
通
る
と
、
橋
の
上
は
死
屍

累
々
だ
っ
た
。
し
か
し
、
も
う
一
人
ひ
と
り
の
人

間
だ
と
い
う
感
情
は
湧
か
な
か
っ
た
。 

 

あ
と
で
聞
く
と
、
会
計
課
に
残
っ
た
椙
山
高
女

や
中
京
商
業
の
人
た
ち
は
、
み
な
亡
く
な
っ
た
と

い
う
。
第
二
波
の
あ
と
、
逃
げ
出
そ
う
と
す
る
人

た
ち
に
、
椙
山
高
女
の
人
が
「
足
が
な
い
」
と
叫

ん
だ
が
、
何
も
出
来
な
い
の
で
見
捨
て
て
逃
げ
た

と
の
話
も
き
い
た
。 

 

１
年
先
輩
は
「
女
子
挺
身
隊
」
で
豊
川
工
廠
で

多
数
死
ん
で
い
る
。 

 

戦
後
、
爆
撃
で
逃
げ
る
が
防
空
壕
が
一
杯
で
入

れ
な
い
夢
を
見
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
地
へ
は
来

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。 

 

し
か
し
最
近
、
小
学
校
の
教
員
を
し
て
い
る
孫

が
、
子
ど
も
た
ち
に
戦
争
の
話
を
し
て
や
り
た
い 

と
言
い
、
私
も
再
び
「
む
な
し
い
青
春
」
が
な
い

よ
う
に
、
伝
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
の
で
、
見
学
会
に
参
加
し
、
６
５
年
ぶ

り
に
こ
の
地
へ
来
た
。 

 

（
２
０
１
０
年
３
月
、
春
の
戦
争
遺
跡
見
学
会

で
） 

 
愛知時計電機本社前殉職慰霊地蔵碑と 

藤本さん（手前 中央）2010年 3月 



            保存する会会報 NO.181 号 2024 年 5 月 10 日 

- 8 - 

                                  

                 
 



            保存する会会報 NO.181 号 2024 年 5 月 10 日 

- 9 - 

  
 



            保存する会会報 NO.181 号 2024 年 5 月 10 日 

- 10 - 

                  

 
 名古屋市の河村たかし市長は２２日、市

が条例で定めた「なごや平和の日」の意義

を問われ、「（戦争で）死んでいった人たち

に思いを寄せないといけない」と述べたう

えで、「祖国のために命を捨てるのは高度

な道徳的行為だ」と発言しました。 

 私は岐阜県在住なので、テレビや新聞で

直接ｍ名古屋市長の弁を聞いていないが

ネットで新聞記事を見ると、はじめのとこ

ろは異議はないが、後半の部分に唖然とし

ました。まるで教育勅語の世界。それに空

襲の中、「祖国のために死ぬんだ」と降り

注ぐ焼夷弾に立ち向かった人がいるのだ

ろうか。東邦高校をはじめ多くの若者の純

粋な気持ちを戦意高揚に繋げないでもら

いたい。     2024，５，８（T）         

        

 

 

 

 

 
寺脇 正治 様 

おはようございます。 

雨の日が続きます。撮影に出かけられないため次の計画を

練っています。 

小学生の時に見た、瑞浪の地下壕が大きな課題です。 

さて、瀬戸地下軍需工場付近のトイレ遺構についてです。 

写真を奈良の屯鶴峯を研究している西嶋さんにお送りした

ところ大変驚かれ、仲間と盛り上がっておられるようです。 

また、学芸員の伊藤厚史さんにもお知らせしました。 

以下、伊藤さんのご感想です。 

 

【伊藤さん感想】 

「小便用の溝だと思います。丘の上だと、溜める便槽は、

丘の下へ下水管でおろした先にあり、汲み取りが便利なと

ころにあると思います。大八車なので運び出すので。 

そうでなければ、わきに方形の便槽があると思います。大

便用もあると思いますが。また場所を教えてください。」 

とのことです。 

 ３月にも屯鶴峯地下壕へ行かれるそうです。 

瀬戸へは雨宮大尉の碑と合わせて再訪したいとおもってい

ます。まずは報告まで。よろしくお願いします。 

           西田 敦    2024 年 2月 23 日 

                                                      

      

    

 

貴重な情報を送っていただきました。あり

がとうございました！ 

瀬戸地下軍需工場跡を保存する会 寺脇様（4月 30日 Eメール） 

いつもお世話になります。『海上の森』斬首(東海軍事件）掲示物を 地権者様のご協力を得て設置し

ています。入口駐車場から里山サテライトへ向かって 徒歩２０分ほどの道沿いです。 

この連休前半 多くのハイカーの皆さんにはご存知でなかったことに驚かれつつ関心をもって見てい

ただけています。 

会員の皆様にも広くお知らせいただければ幸いです。何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

※掲示板（下の写真）左上の掲示物は 私とは別です。      鈴木守（4月 30日 Eメール） 
 

海
上
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板
に
米
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虜
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掲
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瀬
戸
市
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て
い
た
だ
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た
い
で
す
ね
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寺
脇
） 


